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平成30年度 資格スクール大栄 

第 149回日商簿記検定試験 模範解答 

３   級 

商 業 簿 記

 

第1問  

  仕 訳  

 借 方 科 目 金   額 貸 方 科 目 金   額 

１ 
手 形 貸 付 金 600,000 普 通 預 金 594,000 

  受 取 利 息 6,000 

２ 
売 掛 金 490,000 売 上 480,000 

  現 金 10,000 

３ 
貸 倒 引 当 金 50,000 売 掛 金 130,000 

貸 倒 損 失 80,000   

４ 
広 告 宣 伝 費 35,000 普 通 預 金 35,300 

支 払 手 数 料 300   

５ 

備品減価償却累計額 560,000 備 品 700,000 

未 収 入 金 20,000   

固 定 資 産 売 却 損 120,000   

仕訳1組につき4点 合計20点 

(配点は、当学院の予想です) 

 

 

第2問  

(ｲ) (ﾛ) (ﾊ) (a) (b) 

前払保険料 損   益 次 期 繰 越 14,000 15,400 

各2点 合計10点 

 (配点は、当学院の予想です) 
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第3問  

  合 計 残 高 試 算 表   

  平成30年4月30日   

借 方 残 高 借 方 合 計 勘 定 科 目 貸 方 合 計 貸 方 残 高 

255,000 544,000 現 金 289,000  

359,000 2,245,000 当 座 預 金 1,886,000  

840,000 1,130,000 受 取 手 形 290,000  

435,000 1,300,000 売 掛 金 865,000  

20,000 120,000 前 払 金 100,000  

 15,000 仮 払 金 15,000  

570,000 570,000 繰 越 商 品   

1,200,000 1,200,000 建 物   

854,000 854,000 備 品   

 330,000 支 払 手 形 627,000 297,000 

 497,000 買 掛 金 870,000 373,000 

 40,000 所 得 税 預 り 金 48,000 8,000 

 86,000 未 払 金 440,000 354,000 

 200,000 借 入 金 600,000 400,000 

  貸 倒 引 当 金 22,000 22,000 

  建物減価償却累計額 480,000 480,000 

  備品減価償却累計額 200,000 200,000 

  資 本 金 1,784,000 1,784,000 

 10,000 売 上 3,000,000 2,990,000 

1,413,000 1,462,000 仕 入 49,000  

550,000 550,000 給 料   

350,000 350,000 水 道 光 熱 費   

23,000 23,000 通 信 費   

30,000 30,000 旅 費 交 通 費   

8,000 8,000 租 税 公 課   

1,000 1,000 支 払 利 息   

6,908,000 11,565,000  11,565,000 6,908,000 

    1つにつき2点 合計30点 

(配点は、当学院の予想です) 

 

第4問 

① ② ③ ④ ⑤ 

キ エ サ ケ カ 

各2点 合計10点 

 (配点は、当学院の予想です) 
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第5問  

 貸 借 対 照 表  

 平成29年12月31日 (単位：円)

 現 金     ( 108,000 ) 買 掛 金   ( 210,000 )

 普 通 預 金     ( 520,000 ) 借 入 金   ( 200,000 )

 売 掛 金  ( 360,000 )   (前 受 金)   ( 20,000 )

 貸 倒 引 当 金  ( △ 7,200 ) ( 352,800 ) 未 払 費 用   ( 3,500 )

 商 品     ( 203,000 ) 前 受 収 益   ( 30,000 )

( 前 払 ) 費 用     ( 15,000 ) 資 本 金   ( 3,000,000 )

 備 品  ( 2,120,000 )  当 期 純 ( 利 益)   ( 100,300 )

 減価償却累計額  ( △755,000 ) ( 1,365,000 )
 

   

 土 地     ( 1,000,000 )    

      ( 3,563,800 )    ( 3,563,800 )

 

 損 益 計 算 書  

 平成29年1月1日から平成29年12月31日まで (単位：円)

 売 上 原 価  ( 2,177,000 ) 売 上 高 ( 3,980,000 )

 給 料  ( 1,900,000 ) 受 取 手 数 料 ( 770,000 )

 貸 倒 引 当 金 繰 入  ( 7,000 )

 

  

 減 価 償 却 費  ( 255,000 )   

 通 信 費  ( 230,800 )   

 支 払 家 賃  ( 75,000 )   

 保 険 料  ( 1,200 )   

 雑 ( 損 )  ( 200 )    

 支 払 利 息  ( 3,500 )    

 当 期 純 ( 利 益 )  ( 100,300 )     

   ( 4,750,000 )  ( 4,750,000 )

    (注) 「雑損」は「雑損失」でも可。 

    1つにつき3点 合計30点 

(配点は、当学院の予想です) 
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【３級解説】 
 

第２問 

各日付における取引の仕訳は以下のとおりです。 

1月1日  前払保険料勘定：前期繰越￥14,000（借方） 

〃 ( 保 険 料) 14,000 ( 前 払 保 険 料) 14,000
*1 

8月 1日 ( 保 険 料) 26,400 ( 現 金) 26,400

12月31日 ( 前 払 保 険 料) 15,400
*2 

( 保 険 料) 15,400

〃 ( 損 益) 25,000 ( 保 険 料) 25,000

〃  前払保険料勘定：次期繰越￥15,400（貸方） 

翌1月1日 ( 保 険 料) 15,400 ( 前 払 保 険 料) 15,400

*1 ￥24,000×
7ヵ月

12ヵ月
＝￥14,000 

*2 ￥26,400×
7ヵ月

12ヵ月
＝￥15,400 

 

 

第３問 

 4月の各日付における取引の仕訳は以下のとおりです。 

2日 ( 売 上) 10,000 ( 売 掛 金) 10,000

3日 ( 未 払 金) 86,000 ( 現 金) 86,000

4日 ( 仕 入) 182,000 ( 前 払 金) 30,000

     ( 買 掛 金) 150,000

     ( 現 金) 2,000  

5日 ( 旅 費 交 通 費) 12,000 ( 仮 払 金) 15,000

 ( 現 金) 3,000   

6日 ( 所 得 税 預 り 金) 13,000 ( 現 金) 13,000

10日 ( 現 金) 50,000 ( 売 上) 250,000

 ( 売 掛 金) 200,000   

12日 ( 仕 入) 120,000 ( 支 払 手 形) 120,000

13日 ( 租 税 公 課) 3,000 ( 現 金) 3,000

16日 ( 買 掛 金) 57,000 ( 支 払 手 形) 57,000

18日 ( 受 取 手 形) 200,000 ( 売 上) 200,000  

20日 ( 給 料) 100,000 ( 所 得 税 預 り 金) 8,000

     ( 当 座 預 金) 92,000

24日 ( 当 座 預 金) 175,000 ( 売 掛 金) 175,000

25日 ( 水 道 光 熱 費) 73,000 ( 当 座 預 金) 82,000

 ( 通 信 費) 9,000   

26日 ( 備 品) 354,000 ( 未 払 金) 354,000

27日 ( 支 払 手 形) 80,000 ( 当 座 預 金) 80,000

30日 ( 借 入 金) 200,000 ( 当 座 預 金) 201,000

 ( 支 払 利 息) 1,000   
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第５問 

１．現金過不足について 

 ( 通 信 費 ) 800  (現 金 過 不 足 ) 1,000  

 ( 雑 損 ) 200     

２．前受金について 

 ( 売 上 ) 20,000  (前 受 金 ) 20,000  

本来「前受金」勘定を増加させるところを「売上」勘定で処理していたため修正します。 

３．仮払金について 

 ( 備 品 ) 120,000  (仮 払 金 ) 120,000  

４．貸倒引当金について 

 ( 貸 倒 引 当 金 繰 入 ) 7,000 * (貸 倒 引 当 金 ) 7,000  

売掛金の期末残高の2％(￥7,200)を貸倒引当金として設定するため、決算整理前の貸倒引当金残高

￥200に￥7,000を繰り入れます。 

* ￥360,000×2％－￥200＝￥7,000 

５．売上原価の算定について（仕入勘定で算定した場合） 

 ( 仕 入 ) 180,000 *1 (繰 越 商 品 ) 180,000  

 ( 繰 越 商 品 ) 203,000 *2 (仕 入 ) 203,000  

売上原価の算定仕訳は「仕入」勘定や「売上原価」勘定を使用する方法がありますが、いずれの場合も

損益計算書や貸借対照表上の表示は同じです。 

*1 期首商品棚卸高：整理前試算表の「繰越商品」勘定残高より判明します。 

*2 期末商品棚卸高：問題文資料より判明します。 

６．備品減価償却について 

 ( 減 価 償 却 費 ) 255,000 * (備品減価償却累計額 ) 255,000  

* 既存備品：￥2,000,000÷8年＝￥250,000 

新 備 品：￥120,000÷8年×
4ヵ月

12ヵ月
＝￥5,000 

７．支払家賃について 

 ( 前 払 費 用 ) 15,000  (支 払 家 賃 ) 15,000  

８．受取手数料について 

 ( 受 取 手 数 料 ) 30,000  (前 受 収 益 ) 30,000  

当期に受け取った手数料のうち、1ヵ月分(翌年1/1～1/31分)は次期の期間に対するものなので、当期

の受取手数料から控除し次期に繰り延べます。 

９．支払利息について 

 ( 支 払 利 息 ) 3,500 * (未 払 費 用 ) 3,500  

次期5月末に支払う利息のうち、当期の期間に対する7ヵ月分(当期6/1～12/31分)を見越計上します。 

* ￥200,000×3％×
7ヵ月

12ヵ月
＝￥3,500  

 


